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消防出初式での放水訓練

答 備えあれば憂いなしの精神で

災害対策について

　

高
齢
者
の
多
い
本
町
で
は
、

地
震
等
の
災
害
時
の
対
策
は
十

分
に
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
こ
に
避
難
す
る

の
か
、
だ
れ
が
ど
う
行
動
し
た

ら
い
い
の
か
普
段
か
ら
心
が
け

て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
、

適
切
な
判
断
や
行
動
が
速
や
か

に
と
れ
る
よ
う
訓
練
も
必
要
だ

と
思
う
。
本
町
が
指
定
し
て
い

る
避
難
場
所
に
つ
い
て
、
機
能

が
十
分
果
た
せ
る
の
か
ど
う

か
、
町
の
評
価
を
問
う
。

町
長
答
弁

　
常
日
頃
か
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
防
災
対
策
、
災
害
時

の
対
応
な
ど
の
話
し
合
い
を
行

い
、
地
域
住
民
同
士
が
共
に
助

け
合
い
、
共
助
の
精
神
に
よ
り

防
災
訓
練
な
ど
を
行
い
、
強
固

な
防
災
体
制
を
築
き
上
げ
る
こ

と
が
重
要
。
避
難
場
所
に
つ
い

て
は
、
災
害
の
種
別
ご
と
に
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
一
人
一
人

が
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
災
害
対
策
本
部
と
な
る
役

場
を
は
じ
め
老
朽
化
が
進
み
、

段
階
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

質
問

清
水　

敏
保 

議
員
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現
行
の
形
は
、
平
成
４
年
か

ら
特
産
品
の
展
示
・
販
売
を
目

的
と
し
て
始
ま
り
、
地
域
活
性

化
に
寄
与
し
て
き
た
。
そ
ん
な

中
、
原
子
力
発
電
所
工
事
が
一

時
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
関

連
事
業
者
の
撤
退
な
ど
の
人
口

流
出
、人
口
減
少
、道
の
駅
と
の

運
営
内
容
の
類
似
、
出
荷
者
の

重
複
、
販
売
商
品
の
品
薄
な
ど

諸
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
今

後
の
運
営
は
厳
し
い
状
況
が
予

測
さ
れ
、
改
善
も
必
要
と
考
え

る
。
町
の
所
見
を
問
う
。

町
長
答
弁

　
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
町
の
実
情
を
考
慮
す
る

と
、
存
続
し
て
い
き
た
い
。
存

続
に
当
た
っ
て
は
、
原
点
に
立

ち
返
り
、
一
か
ら
見
直
し
を
し
、

特
産
品
の
販
売
に
限
ら
ず
、
住

民
の
方
が
日
常
の
生
活
の
中
で

の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
の

施
設
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
総
合
的
に
判
断
し
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
施
設
に
し
て

い
き
た
い
。
現
状
を
考
え
る
と

早
急
に
方
向
性
を
示
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

答 町の実情にあった施設に

上関町特産物センターの今後の運営は

質
問

上関町特産物センター

嶋
尾　

忠
宏 

議
員
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先
の
山
口
県
９
月
定
例
議
会

で
、
原
発
推
進
を
求
め
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
た
。
８
月
３
日

村
岡
県
知
事
に
よ
る
上
関
原
発

埋
立
延
長
申
請
許
可
が
な
さ
れ

た
ば
か
り
の
時
期
の
た
め
原
発

計
画
を
覆
う
不
自
然
さ
や
政
治

的
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

今
回
の
意
見
書
に
つ
い
て
、

町
長
に
は
別
途
事
前
に
連
絡
は

あ
っ
た
の
か
否
か
。
ま
た
連
絡

の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
意
見

書
に
つ
い
て
ど
う
評
価
さ
れ
る

の
か
、
お
尋
ね
す
る
。

町
長
答
弁

　
意
見
書
に
つ
い
て
事
前
に
連

絡
は
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
の
内

容
の
推
察
だ
が
、
福
島
の
復
興
・

再
生
に
国
が
前
面
に
出
る
こ
と

の
ほ
か
、
立
地
地
域
の
振
興
対

策
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
重
要
電
源
開
発
に
指
定
さ
れ

て
い
る
上
関
原
発
を
差
し
示
し

て
の
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
上

関
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど

地
域
の
実
情
を
汲
み
と
り
、
配

慮
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
素
直

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

答 働きかけはなかったが

県議会原発推進意見書可決について

質
問

山
戸　

貞
夫 

議
員

山口県庁　議会棟

　

現
在
の
町
の
農
業
は
、
高
齢

化
、
農
道
整
備
、
イ
ノ
シ
シ
対

策
等
産
業
存
続
へ
の
喫
緊
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

特
に
祝
島
の
農
道
は
、
も
と

も
と
テ
ー
ラ
ー
と
い
う
耕
運
機

規
格
の
車
両
運
行
を
想
定
し
た

狭
い
道
幅
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
昨
今
、
車
幅
の
あ

る
軽
自
動
車
利
用
も
増
え
、
そ

の
上
農
道
も
未
補
修
箇
所
も
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
地
元
農

家
か
ら
の
農
道
改
善
・
改
良
要

望
に
ど
う
応
え
て
い
く
か
。

町
長
答
弁

　
祝
島
の
農
道
は
テ
ー
ラ
ー
が

通
行
で
き
る
程
度
の
幅
員
箇
所

が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
地

形
が
急
傾
斜
の
ガ
ケ
地
に
あ
る

た
め
、
改
良
に
は
大
規
模
工
事

が
予
想
さ
れ
、
実
施
は
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
る
。
今
後
、
島

の
東
部
に
通
じ
る
農
道
の
よ
う

に
、
最
低
で
も
道
路
を
簡
易
舗

装
す
る
く
ら
い
は
、
お
い
お
い

や
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、
農
産
物

等
の
保
護
、
捕
獲
駆
除
以
外
に

現
在
考
え
ら
れ
な
い
。

町の農業対策について

質
問

早期改修が待たれる北野農道

答 農道の大規模改修は困難だが
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上盛山山頂周辺

　

以
前
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度

を
利
用
し
て
地
域
の
特
産
品
や

産
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
自
主
財

源
の
確
保
、産
業
の
活
性
化
。
そ

し
て
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
質

問
し
た
。
先
日
、先
進
地
の
視
察

研
修
を
し
て
、
当
町
の
よ
う
な

小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
取
り
組
み

と
い
う
の
を
再
認
識
し
た
。
12

月
現
在
の
寄
附
金
の
実
績
と
、

今
後
の
展
望
を
う
か
が
う
。

答 町の活性化につなげたい

ふるさと納税について

町
長
答
弁

　
今
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
12

月
９
日
現
在
、
寄
附
件
数
が
３

５
９
件
、
寄
附
額
が
１
５
０
２

万
１
千
円
で
、
最
終
寄
附
額
は

昨
年
の
２
倍
に
達
す
る
と
考
え

る
。
今
後
も
町
の
特
産
品
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
元
関
係
機
関

の
協
力
を
頂
き
、
町
内
の
産
物

に
目
を
向
け
、
返
礼
品
と
な
る

も
の
を
発
掘
し
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
町
の
自
主
財
源
を
確
保

す
る
と
同
時
に
地
元
経
済
、
産

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問

答 平成 30年度に運転開始予定

風力発電事業について

　

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は

７
月
の
臨
時
議
会
で
風
力
発
電

事
業
建
設
工
事
・
工
事
請
負
契

約
が
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。
事

前
調
査
報
告
で
は
、
事
業
地
周

辺
に
お
け
る
陸
生
動
物
お
よ
び

騒
音
・
低
周
波
音
・
振
動
の
現
況

を
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
環
境

に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
評

価
さ
れ
た
。
資
料
を
基
に
比
較

し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
順

調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
風
力
発
電
事
業
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長
答
弁

　
風
力
発
電
事
業
に
伴
う
環
境

調
査
の
結
果
か
ら
の
予
測
等
評

価
が
ま
と
ま
っ
た
。
地
元
地
区

へ
の
説
明
会
は
、
調
整
し
早
急

に
開
き
た
い
。
現
在
、
測
量
調

査
や
地
質
調
査
を
参
考
に
し

て
、
町
道
拡
幅
工
事
や
風
力
発

電
サ
イ
ト
の
造
成
、
新
た
な
進

入
路
の
実
施
設
計
を
行
な
っ
て

い
る
。
平
成
30
年
度
の
夏
に
風

車
を
現
地
へ
搬
入
し
、
試
験
運

転
、
使
用
前
自
主
検
査
、
国
の

検
査
を
終
え
、
30
年
度
内
に
は

営
業
運
転
開
始
と
な
る
予
定
。

質
問

海
下
竜
一
郎 

議
員

お礼品カタログ



かみのせき議会だより7 平成29年1月27日　№ 137

常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
海
下
竜
一
郎

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
山
村
泰
志

高
知
県
奈
半
利
町

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
と
合

同
で
、
高
知
県
安
芸
郡
奈
半
利

町
で
視
察
研
修
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

10
月
27
日
に
奈
半
利
町
を
訪

れ
、太
平
洋
を
前
面
に
受
け
、風

光
明
媚
で
温
暖
な
気
候
と
い
う

事
を
感
じ
、
ま
さ
し
く
田
舎
と

い
う
印
象
で
し
た
。

　

奈
半
利
町
の
概
況
を
申
し
上

げ
ま
す
と
、
人
口
３
４
７
２
人
・

面
積
28
・
３
㎢
・
予
算
額
が
26

億
９
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
の
税
収
は
２
億

７
５
０
４
万
円
で
す
。

　

人
口
・
税
収
・
財
政
規
模
が
当

町
と
ほ
ぼ
類
似
し
た
町
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
額
が
13
億
円
と
い

う
こ
と
で
大
変
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。

　

以
前
の
町
は
、
食
品
企
業
も

町
外
へ
売
り
出
す
加
工
品
も
な

く
、
加
工
品
を
町
外
に
売
り
出

す
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
お
ら

ず
、
原
材
料
の
み
に
目
が
行
き
、

商
品
を
売
り
出
す
ノ
ウ
ハ
ウ
・

キ
ー
マ
ン
・
団
体
も
な
く
、
人
口

が
少
な
い
為
に
、
産
業
別
の
生

産
量
も
少
な
い
と
い
っ
た
、
何

も
な
い
状
態
の
町
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
が
始
ま
り
、
平
成
20
年

に
は
36
万
円
だ
っ
た
の
が
、
平

　

下
蒲
刈
町
は
、
当
町
と
同
じ

く
、
古
く
か
ら
瀬
戸
内
海
の
海

上
交
通
の
要
衡
と
し
て
、
朝
鮮

通
信
使
も
11
回
立
ち
寄
っ
た
港

で
、
こ
の
歴
史
資
源
を
観
光
振

興
の
一
環
と
し
て
、
全
島
を
庭

園
に
見
立
て
た
「
ガ
ー
デ
ン
ア

イ
ラ
ン
ド
」
構
想
に
基
づ
く
松

濤
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
園

内
に
は
、
朝
鮮
通
信
使
資
料
館

の
御
馳
走
一
番
館
や
、
当
町
か

ら
移
築
さ
れ
た
吉
田
家
の
あ
か

り
の
館
、
上
関
番
所
を
モ
デ
ル

に
再
現
し
た
蒲
刈
島
御
番
所
な

ど
、
下
蒲
刈
島
の
歴
史
を
中
心

に
紹
介
し
て
い
る
。

　

年
間
観
光
客
は
16
万
人
程
度

で
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は

橋
が
出
来
た
こ
と
に
よ
る
一
時

的
効
果
や
、
通
信
使
関
連
Ｐ
Ｒ

の
波
及
効
果
で
韓
国
か
ら
も
増

加
の
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
。

今
治
市
宮
窪
町

　

村
上
水
軍
は
、
日
本
中
世
の

瀬
戸
内
海
で
活
動
し
た
水
軍

（
海
賊
衆
）
で
、
そ
の
勢
力
拠
点

は
芸
与
諸
島
を
中
心
と
し
た
海

域
で
あ
り
、
村
上
海
賊
を
観
光

資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

愛
媛
県
今
治
市
と
広
島
県
尾
道

市
が
「
日
本
遺
産
」
へ
共
同
申

請
し
、
認
定
さ
れ
た
。

　

今
回
視
察
の
村
上
水
軍
博
物

館
は
水
軍
に
関
す
る
全
国
初
の

博
物
館
と
い
わ
れ
、
平
成
16
年

に
オ
ー
プ
ン
。
館
内
に
は
常
設

展
示
室
と
企
画
展
示
室
、
わ
く

わ
く
体
験
ル
ー
ム
な
ど
参
加
体

験
型
の
展
示
物
が
多
く
、
海
賊

た
ち
の
活
躍
や
暮
ら
し
ぶ
り
を

リ
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
に
上
関
町
寄
託（
超

専
寺
所
有
）
の
通
信
使
上
関
来

航
図
の
拡
大
複
写
が
、
村
上
水

軍
の
水
先
案
内
の
実
例
と
し
て

展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

村
上
水
軍
博
物
館
の
現
状
に

つ
い
て
は
年
間
の
利
用
者
数
は

４
～
５
万
人
で
推
移
し
て
い
た

が
、
26
年
度
の
日
本
遺
産
効
果

で
利
用
者
数
は
９
万
２
千
人
と

増
加
し
た
。

　

リ
バ
ウ
ン
ド
も
心
配
し
て
い

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
効
果
も
あ

・
ふ
る
さ
と
納
税

成
27
年
に
は
３
６
０
０
倍
の
13

億
円
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

寄
附
金
の
使
途
と
し
て
は
、

観
光
・
産
業
・
教
育
と
い
っ
た

分
野
で
使
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の

他
町
長
が
認
め
る
事
業
で
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
取
り
組
み
の
成
果

と
し
て
、

・
寄
附
金
の
使
い
道
に
よ
っ
て

町
の
全
体
が
活
性
化
し
た

・
新
た
な
特
産
品
の
流
通
を
確

保
し
た
こ
と
に
よ
る
町
民
の
収

入
増

・
各
事
業
所
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等

の
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
一
番
の
成

・
朝
鮮
通
信
使

・
村
上
水
軍

呉
市
下
蒲
刈
町

奈半利町役場での意見交換

26 ～ 28／10

村上水軍博物館

果
は
、
町
が
発
展
し
生
き
残
る

す
べ
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
教

え
て
く
れ
た
と
締
め
括
ら
れ
ま

し
た
。

　

当
町
の
よ
う
な
、
小
規
模
な

自
治
体
に
も
、
夢
と
希
望
を
与

え
ら
れ
る
研
修
で
し
た
。

り
、
７
万
８

千
人
と
余
り

減
少
し
て
い

な
い
。
本
年

も
同
程
度
で

推
移
し
て
い

る
。

　

今
回
の
両
視
察
先
か
ら
共

に
、
当
町
と
の
歴
史
的
関
わ
り

が
深
く
、
多
く
の
歴
史
が
リ
ン

ク
し
て
い
る
と
の
丁
重
な
説
明

を
う
け
、当
町
は
古
来
か
ら
、瀬

戸
内
海
全
域
の
海
路
に
通
じ
た

共
通
共
用
の
中
で
の
重
要
な
拠

点
基
地
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
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任
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西
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742-1402　
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口
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熊
毛

郡
上

関
町

大
字

長
島

503
　

TEL 0820-62-0364　
FAX 0820-62-0783

謹
賀
新
年議員

一
同

１
月
６
日
付
中
国
新
聞
に

「
朝
鮮
通
信
使
の
船
復
元
へ
」
と

の
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
船
は

全
長
34
ｍ
、
来
年
３
月
ま
で
に

完
成
予
定
と
の
こ
と
。
当
町
は

来
年
秋
に
「
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か

り
の
ま
ち
全
国
交
流
会
」
の
開

催
を
目
指
し
て
お
り
諸
準
備
の

最
中
で
す
。
こ
の
復
元
船
が
日

韓
親
善
友
好
の
懸
け
橋
と
し
て

開
催
日
に
来
航
し
て
く
れ
れ
ば

大
き
な
目
玉
に
な
る
の
で
は
、

と
期
待
が
膨
ら
む
。
町
内
の
開

催
ム
ー
ド
は
一
気
に
盛
り
上
が

り
、
異
国
情
緒
に
溢
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
皆
様
も
江
戸
時
代
の

上
関
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し

て
頂
く
良
い
機
会
で
す
。
少
し

興
味
を
持
っ
て
み
て
は
？

編

集

後

記

研

修

報

告

　

９
月
29
日
、山
口
市
で
「
こ
れ

か
ら
の
政
局
展
望
」
と
題
し
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
須
田
慎
一
郎

氏
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
中
心

に
ご
講
演
さ
れ
た
。
今
ま
で
企

業
を
主
体
と
し
た
景
気
回
復
を

図
っ
て
き
た
が
期
待
に
伴
わ
ず

１
億
総
活
躍
社
会
に
よ
っ
て
、

２
０
２
０
年
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６

０
０
兆
円
を
目
指
し
景
気
経
済

の
回
復
を
具
体
的
に
進
め
て
い

く
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地

方
に
も
波
及
効
果
が
現
れ
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
欲

し
い
と
願
う
と
の
内
容
で
し

た
。 山

口
県
町
自
治
研
修
会

熊
毛
郡
議
会
広
報
　
　

　
連
絡
協
議
会
研
修
会

　

10
月
21
日
、
上
関
町
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
熊
毛
郡
３
町
の

広
報
委
員
が
、「
議
会
広
報
の
編

山
口
県
町
議
会
広
報
研
修
会

　

11
月
25
日
、
田
布
施
町
で
県

内
の
町
議
会
広
報
委
員
が
、
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
町
が
事
前
に
質
問
事
項
を
提

出
し
、
分
科
会
（
情
報
交
換
会
）

で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

他
町
の
様
子
も
わ
か
り
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

全
国
原
子
力
発
電
所
　

　
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト

副
議
長
　
岩
木
　
和
美

　

11
月
10
日
・
11
日
、
品
川
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
全
国
原
子
力

発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
に

議
員
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
日
本
に
お
け
る

こ
れ
か
ら
の
原
子
力
政
策
の
あ

り
方
～
原
子
力
発
電
を
将
来
世

代
に
ど
う
引
き
継
ぐ
か
～
」
で

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
副
主

幹
、
竹
内
純
子
氏
に
よ
る
「
わ

が
国
が
と
る
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
政
策
」
と
題
し
て
の
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
賛
成
、
反
対

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
が
出

て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
議
員
さ
ん
の
「
生

の
声
」
を
聞
い
た
り
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
で
は

お
互
い
近

況
報
告
な

ど
を
し
て

有
意
義
な

サ
ミ
ッ
ト

と
な
り
ま

し
た
。

◆
平
成
29
年
度
町
予
算
編
成
に

際
し
て
の
観
光
協
会
助
成
に
つ

い
て

　

上
関
町
観
光
協
会

会
長　

嶋
尾　

忠
宏

◆
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
か

か
わ
る
要
望
書

　

上
関
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

井
上　

満
輝

◆
平
成
29
年
度
商
工
助
成
に
係

る
陳
情
に
つ
い
て

　

上
関
町
商
工
会

会
長　

濱
田　

憲
昭

要
望
・
陳
情

◆
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見

書
を
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し

た
。

提
出
者　

上
関
町
議
会

次
回
定
例
会
の
初
日
は
３
月
７

日
の
予
定
で
す
。

集
体
制
、
方
針
、
方
法
等
に
つ

い
て
」
研
修
し
ま
し
た
。

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

嶋
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忠
宏

委　
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海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

山
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貞
夫
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山
村　

泰
志

委
員
長　

岩
木　

和
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長
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海
下
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山
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貞
夫
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志
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